
研ー８

任意タイミング読み出し可能光バッファを目指したフォトニック結晶光回路の開発

 パルス列蓄積用リング 

方向性結合器

スイッチ 

信号光入力ポート 制御光入力ポート

信号光出力ポート

mm~cmサイズ

上位ノードの全光化

必要デバイス：
•光論理素子
•高速ゲートスイッチ
•光バッファメモリ
•etc.

加入者系の通信量増加
FTTH: 150Mb/s
FTTB: 10GB/s
Mobile: 30Mb/s

現在の光バッファ

本研究の目指すデバイス
「任意タイミングで読み出
し可能な小型光バッファメ
モリ」

通信ネットワークの高速化に寄与
長さの異なる複数の光ファイバ束から
所望のバッファリング時間をもつファイ
バを選択

欠点
・大きい
・バッファリング時間の選択に制限
＝通信チャネルの制限


